
地域リハビリテーション部



地域リハビリテーション部とは

一般社団法人三重県作業療法士会

定款施行規則より

（１） 地域包括ケアシステムへの参画
に関すること

（２） 地域における認知症作業療法の
推進に関すること

（３） その他地域リハビリテーション
の質の向上に関すること



市町村と作業療法士の橋渡し
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行政や他団体からの依頼に調整



地域で活躍できる作業療法士育成研修

【昨年の活動例】

地域ケア会議助言者

認知症カフェ運営協力、講師

通いの場での体操教室

講演依頼

情報誌への執筆

など



認知症スキルアップ研修
介護予防リハビリテーション多職種研修会

令和７年1～2月に開催予定



地域包括ケア班





認知症とともに班



認知症カフェ実習
【趣旨】

年々三重県OTへの「認知症カフェ運営支援」や「回想法（認知症

のある人との交流支援＋人材育成）」の依頼が増えている．

そこでR5年度より地域リハ部では、認知症カフェ・回想法勉強会

（座学・実習）を設けた．実習には地域リハ部メンバーが同行．

【実習の目標】

認知症カフェの目的や意義、OTが求められている役割の理解を

深め、実践することができる

認知症カフェで活躍できるOTを増やし、認知症のある人や家族の

安心した生活、またフレンドリーな地域づくりに寄与していく

R6年度

7〜3月



認知症カフェ運営支援＋回想法（当事者における交流支援＋人材育成）を学ぶ流れ

＜地域で活躍できる作業療法士育成研修 修了証（以下の３つを修了した県士会員）＞

MTDLP基礎研修

（認知症とともに班）
認知症スキルアップ研修

※2021年度以降の研修を
要件とする

（地域包括ケア班）
介護予防リハビリ

テーション多職種研修

※2022年度以降の研修を
要件とする

各市町や他団体からの依頼→自立

＜スキル研鑽の場＞

①座学：認知症カフェ・回想法勉強会 → ②実習：メモリーカフェ“日永”（北勢）

認知症カフェ・回想法を
スキルアップしたい方へ

※未修了者も3回まで実習

可能．修了者を目指す．

・R6年度は年３回（7,10,12月予定）開催

・座学受講者は②の実習可能です ・R6年度は7-3月で実習があります

・地域リハ部メンバーが同行します

：渚茶カフェ（中勢）
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